
 

複合施設整備事業基本構想（案）に係る意見募集結果 

（パブリックコメント） 

平成３０年３月１２日 

 

 複合施設整備事業基本構想（案）について、町民の皆様からご意見を募集したところ、１人か

ら、延べ３件の意見が寄せられました。 

 ご意見の要旨及びご意見に対する町の考え方については、次のとおりです。 

 

意 見 の 概 要 意見に対する町の考え方※ 

今回の事業については、耐震化の促進、にぎ

わいの創出などが目的にあげられており、社会
資本整備総合交付金の活用などが考えられてい
ると思いますが、条件の良い補助事業を活用し
て整備されるのでしょうか。 

ご質問のとおり、交付金や起債等の財源の確

保については、比較検討を行い有利なものを採
用していきます。 

 Ｅ 

中心拠点と生活拠点が分断されている中でコ
ンパクト化を図るには「交通網の充実による自

動車に依存しないまちづくり」に関する具体的
手段がうたわれていますが、公共交通機関の充
実が必要と思われます。高齢化するひじり野と
の交通手段を２０年先も民間路線バスに依存し
つづけるのは如何と思います。 

また、既存のバスセンターは本整備予定範囲
外にあり、道道を渡るなど、特に冬期間は弱者
にとって障害があります。近隣しているとはい
え十分とは言えません。東神楽町地区別まちづ
くり計画にも「公共交通機関の利便性向上を図
ります。」、東神楽町立地適正化計画にも「歩
いて暮らせる住環境の整備促進」が掲げられて
いることからも、複合施設へのバスの乗り入れ
など、住民の安全性、利便性を考慮した交通網
の整備を合わせて取り入れる必要があると思い
ます。 

 複合施設へのバスの乗り入れについては、今
後策定する「複合施設整備事業基本計画」の検

討の際、公共施設等集約化検討委員会での議論
も踏まえ、参考とさせて頂きます。 
 

 Ｃ 

 整備予定範囲には入っていませんが、近隣す
る体育館、これっと、つつじ館などの施設、更
にバスセンターや東神楽町地区別まちづくり計
画にある「まちあいカフェ」やコンビニ等も一
体化されるとより効果的で、町の施設集約のモ
デルにもなれたかと思いましたが、今回優先的
に対策を検討すべき施設のみを対象に整備され
ると将来的にも一体的に計画されることがなく
なると思われます。中心拠点の将来的な全体像
を念頭に整備されることを望みます。 

 近隣する公共施設を含めた中心拠点の全体
像については、今後策定する「複合施設整備事
業基本計画」の検討の際、公共施設等集約化検
討委員会での議論も踏まえ、参考とさせて頂き
ます。 
 

 Ｃ 

 

 



  ※「意見に対する町の考え方」のＡ～Ｅの区分は次のとおりです。 

 Ａ 意見を受けて案を修正したもの 

Ｂ 案と意見の趣旨が同様と考えられるもの 

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの 

Ｄ 案に取り入れなかったもの 

Ｅ 案の内容についての質問等 
 
 
 

問い合わせ先 

東神楽町まちづくり推進課・建設水道課 
 電話 83-2113・83-5414 

 


